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「戦争立法」 ストップ！ 

 

記念講演  講師 川村俊夫さん （憲法会議代表幹事） 
演題 日本はどこに向かうのか 

〜戦争放棄した憲法9条のもとで〜 

と き ５月１7 日（日） １３：３０～１６：３０ 

ところ 新津健康センター はつらつホール 

安倍首相は昨年７月、自衛隊が他国のためにも武力行使する集団的自衛権容認

の閣議決定をおこない、これをもとにアメリカとの間で新たな「日米防衛協力の

ための指針（ガイドライン）」を合意しました。「日本を戦争する国にするな！」の

国民の声を無視して… 

協力券（500 円）へのご協力をお願いします！ 

「秋葉区九条の会」の活動資金は、入会金（２００円）と寄付金でまかなって

います。 事務局では、会報もできるだけ送料がかからないように努める

など、経費の節約に努力をしています。 

一方、講演会の企画や会報の発行などには、活動資金が必要です。  そのた

めに「秋葉区九条の会」の活動を支える 『協力券』 を５００円で発行してい

ます。  多くの皆さまのご協力をお願いいたします！ 

 尚、 入場は無料で、 『協力券』 は講演会の入場券ではありません。 

アトラクションも企画しています。 ご期待ください！ 

 

1941年、東京に生まれる 
2006年まで、憲法改悪阻止各

界連絡会議事務局長 
現在、同代表幹事 

全国９条の会事務局 
著書 日本国憲法攻防史 

憲法９条ＶＳ集団的自

衛権 他多数 

「いつでも」「どこでも」自衛隊が海外に出て行って武力行使をする「戦争する国づくり」が進めら

れようとしています。 今までにない緊迫した情勢になっています！ 

過去、最多の来場者をお待ちしています。 お誘い合わせてお出かけください！ 

集まってください！ 
新成人の皆さんに「憲法9 条大好き、戦争きらい！」の「宣伝行

動」をします。行動時間は、午後1時から1時間程度です。 

と き 5 月3 日(土) 12時45分 集合 

ところ 秋葉区総合体育館 前 

お知らせ！ 
「立憲主義と憲法を守る 

新潟県民のつどい」 

5月23日（土） 13:30〜 

県民会館大ホール 



事 

 
秋葉区のすみずみまで響かそう、 

皆でつなぐ、平和のメッセージを！ 

歴史の事実をみない日本人 

海老 重男 （北上町） 

日中韓の歴史認識問題がますます深刻化してい

る。ドイツのメルケルさんは、はっきりと安倍さんが

まちがっていますよといいたかったようだがさす

がにそれはいわなかった。 

安倍さんはほんとにどんな歴史観を持っているの

か、頭の中をのぞいてみたいものだ。 

大東亜戦争は自存自衛のやむにやまれぬ戦争で

侵略戦争でなかった。日本だけ悪者にされるのはご

めんだといいたいのだろうか。 

******************* 

中国も韓国も民族主義をあおり反目をわめきちら

すのは困ったものだが、日本もムキになって南京虐

殺はなかったとか、従軍慰安婦の強制はなかったと

か言い張るのはいただけない。 

加害者は被害者のいたみを忘れがちになる。 

３．１独立万才事件も安重根も知らない日本人が多い。

韓国が安重根記念碑を作ったとき日本政府は、伊藤 

 

博文の暗殺者であるとして抗議した。しかし、朝鮮に 

とっては愛国者であり英雄なのだ。日本がテロリスト

だと思うのはかまわないが、朝鮮人が愛国者であ

ると思うのは当然で、菅官房長官の談話はまちがっ

ている。 
******************* 

私は中学校で近現代史を教えてきた。しかし、実態は

受験のための勉強で、現代史、朝鮮の植民地支配の

歴史はあまり教えられていない。 

強制連行、土地収奪、抗日義兵闘争など知らない

若者が多い。日本の若者は国際交流で恥をかいてい

るらしい。 
******************* 

歴史の事実をよくみない態度はたくさんある。ア

メリカでは原爆投下は戦争をやめさせるために必

要であったと肯定派が多数だという。 

日本人も靖国参拝は戦死者への尊崇の行動で他

国からとやかくいわれるすじあいはないと安倍さん

を支持する人は多い。 

とにかく日本人には戦争の総括、反省がなってい

ない。戦争責任は東京裁判でケリがついたとして、

追求しあわない戦後史は誤りだらけなのだ。 

原発事故もそうだ。町や村が消える重大事件でも、

責任追求がまだなされていない。福島事故をみて

さっさと原発廃止をきめたメルケルさんと比べると

日本の政治家はなさけない。 

「九条の会｣全国討論集会の報告 

『九条の会』運動に希望をかけて・・ 
事務局 庭田盛範 

全国討論集会が 3 月 15 日 東京で開催され、全国 280 の｢会｣から 452 人が参加して各地の草の根の活動

が交流され、熱気あふれる討論が行われた。 

呼びかけ人の澤地久枝さんは、「息子や孫の中から戦死者が出る事態がもう背中に迫っている」「“今あら

ねばならぬこと”を怖がらず一歩でも前に」と呼びかけました。作家の大江健三郎さんは、｢フィンランドの元

大統領(ノーベル平和賞受賞者)が日本には『九条の会』があり、それに希望をかけていると言われた。そこに 

応えたい。希望は、私たちの願いと運動にかかっている」と強調。 

渡辺治さんは、情勢報告で安倍内閣の｢改憲の歴史的位置｣と｢どんな日本をつくろうとしているのか｣を明

らかにし、いま憲法は最大の危機に直面しているが｢閣議決定だけでは自衛隊は一歩も動けない。戦争立法

(安保法制の法案)をつぶせば『戦争する国』はできない｣と指摘。 

小森陽一事務局長は、政治的立場を超えた個人・団体の共同を地域の隅々まで広げ、5月3日(憲法記念日)

までに、安倍政権が｢戦争立法を国会に提出できないようにさせる取り組みがどれだけできるか。それが今

の課題、全国の９条の会が一気に運動を盛り上げよう｣と呼びかけました。 

４人の話を聞き、希望と共に課題の大きさを痛感し、“これからだ”との思いを強くしました。 

討論では、各地から多数の発言があり、多彩な取り組みと｢戦争する国づくり」をくい止める強い決意が

次々と述べられ、すべてが熱のこもったもので「やるべきことはすべてやろう」と訴えていました。 

“国民投票をやらせない”力関係をつくり出すには、何をすべきか？ 何ができるか？･････。 


